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研究成果の概要（和文）：南方熊楠の基礎資料に関して、和歌山県田辺市の南方熊楠顕彰館を拠点とした研究活動をお
こなった。また東京および関西で月１回のペースで研究会を開催し、毎年8月の顕彰館での合宿研究会と合わせて関連
の研究者の組織化をおこなった。その成果として『南方熊楠とアジア』（2011年）『南方熊楠大事典』（2012年）『南
方熊楠英文論文〔ノーツ・アンド・クエリーズ〕篇』（2014年刊行予定）などを刊行し、今後の研究の基盤を作ること
ができたと考えている。

研究成果の概要（英文）：We have achieved the research on the first hand materials of Minakata Kumagusu pre
served in his Archives in Tanabe, Wakayama.  We also organized the monthly research meetings in Tokyo and 
Kansai as well as a joint annual conference in Tanabe in every August.  We have published as results, "Min
akata Kumagusu and Asia" (2011), "Encyclopaedia on Minakata" (2012), "English essays of Minakata Contribut
ed to Notes and Queries" (2014), etc., which we believe to provide the foundamental information to the res
earch on Minakata in future.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
南方熊楠（みなかた・くまぐす、1867-1941、

以下主に「熊楠」と表記）は、幼い頃から博

物学に志し、10 代前半の頃に『本草綱目』や

『和漢三才図会』などの伝統的な東アジアの

本草学書を筆写した。16 歳で上京し、東京大

学予備門に入学したが、19歳で退学し、富裕

であった父の許しを得て海外遊学の決意を

固め、1886 年に日本を離れ、米国・英国で十

数年間の学問的研鑽を積んだ。 

サンフランシスコに着いた熊楠はパシフ

ィック・ビジネス・カレッジで語学などを学

んだ後、ミシガン州ランシングのアナーバー

の農学校に入学するが、一年間で退学し、そ

の後は自学自習により西洋近代思想と自然

科学を学んだ。フロリダ・キューバでの植物

採集の経験を経て、1892 年にロンドンに渡る。

翌年、26 歳の時にロンドンで Nature誌に「東

洋の星座」を発表し、その後 Notes and 

Queries 誌への投稿も開始、生涯に 375 本の

英文論考を発表した。またロンドンでは、大

英博物館において東洋学、人類学を中心とし

た稀覯書の筆写をおこない、52 冊の「ロンド

ン抜書」を作成している。 

1900 年に 33 歳で帰国してからは、植物学

と民俗学の分野で活躍した。真言宗の僧侶で

あった土宜法龍に対する手紙の中で示され

た仏教的世界観と近代科学の融合を図った

斬新な思想は、「南方マンダラ」と称されて

いる。1905 年頃から田辺に定住して結婚し、

家庭を持った。1909 年以降は明治政府の神社

合祀令に対する反対運動をおこなっている

が、エコロジーという言葉を用いた自然環境

の保全を訴えた先駆的な活動として評価さ

れている。この頃から柳田国男との文通を開

始し、『郷土研究』や『太陽』などに民俗学

の論文を発表するようになった。また、「田

辺抜書」と呼ばれる漢籍や仏典の筆写ノート

60 冊を残している。1929 年には昭和天皇の

田辺行幸に際して、当時の民間人としては異

例の生物学に関するご進講をおこなってい

る。1941 年に田辺市中屋敷町の自宅で死去し

た。 

 こうしたユニークな学問活動にもかかわ

らず、大学や研究機関に所属していなかった

熊楠の学問的業績は、没後は十分に後継され

ることなく、その資料は多くは、未整理のま

まで和歌山県田辺市の旧邸などに放置され

ていた。1965 年に和歌山県白浜町に南方熊楠

記念館（以下主に「記念館」と表記）が設立

され、資料の一部が移管されたが、展示中心

の施設であり、本格的な資料調査はおこなわ

れていない。 

一方、出版に関しては、1950 年に乾元社版

全集12巻、1971～75年に平凡社版全集12巻、

それ以降補遺的な著作群が公刊されている

が、これらを総計しても、既刊分は熊楠がか

いた文章全体の半分程度に過ぎない。日記、

草稿・書簡・ノート・抜書・蔵書・遺品・標

本などの資料の多くが、没後の長い期間、文

字通り手つかずのままに残されていた。この

背景としては、熊楠の肉筆が膨大かつ難読、

時に数か国語にわたるために翻刻と読解が

なかなか進まなかったことが、大きな原因と

して挙げられる。 

 本科研の申請者と共同研究者を中心とす

るグループによって、資料所有者であった長

女の南方文枝氏の依頼と田辺市の援助を受

けて、1992 年頃から南方熊楠旧邸の調査が始

まった。その後計 6 度にわたる科学研究費

（1993～1994 年度奨励研究Ａ、1996～1998

年度基盤研究Ａ、2000～2003 年度基盤研究Ｂ、

2004～2007 年度基盤研究Ａ、2008～2010 年

度基盤研究Ｂ、2011 年度～2013 年度基盤研

究Ｂ、1996-1997 年を除いていずれも松居が

研究代表）などを通じて基礎研究を充実させ

てきた。1999 年から 2006 年にかけては、毎

年『熊楠研究』を刊行し、資料調査に基づく

関連論文や資料の発表をおこなった。 

こうした成果を基に『南方熊楠邸蔵書目



録』（2004 年）『南方熊楠邸資料目録』（2005

年）を刊行し、2006 年に旧邸隣地に田辺市に

より南方熊楠顕彰館（以下主に「顕彰館」と

表記）が設立された。この顕彰館は、現存す

る南方熊楠資料の約 8割程度（残り 1割が記

念館、1 割が個人などの所蔵と推定）を、南

方文枝氏より譲り受けて所有する施設で、翻

刻成果や『熊楠ワークス』（年 2 回）の刊行

を行う他、講演会、奨励研究事業、展観など

を組織している。こうした顕彰館の学術活動

は、本科研のメンバーと地元の研究者を構成

員とする学術部において統括している。 

一方、海外に残された熊楠の関連資料とし

ては、主にロンドンの大英博物館、ヴィクト

リア・アルバート美術館が挙げられる。また、

サンフランシスコ、ランシング、アナーバー、

ロンドンには熊楠の下宿跡などのゆかりの

地も多く存在し、松居はこうした足跡に関す

る調査を続けてきた。こうした資料は、顕彰

館や記念館などの国内の資料を補完するも

のとして、これまでの科研などを通じて成果

を発表してきている。 

また主著「十二支考」の中国語訳が出版さ

れ(2004)、欧米圏からの関西や東京での研究

会への参加が見られるなど、南方熊楠に対す

る国際的な認知度も、近年上がりつつある。

こうした情勢を受けて、本研究の共同研究者

を中心として、平成 19 年 12 月に「孫文と南

方熊楠」を開催（中国、韓国、オーストラリ

アからの参加者を含む）、平成 22 年 2 月に

Minakata Kumagusu and London をロンドン大

学東洋アフリカ研究所において開催（討論者

のうち日本人 3名、英国人 4名、フランス人

1 名）しており、海外の研究者との交流の基

盤を構築しつつある。前者の成果は『孫文と

南方熊楠』（汲古書院、2007）および『孫文

与南方熊楠』（孫文研究会、2007）として日

本語と中国語で発表済みであり、後者もロン

ドン大学宗教研究所ニューズレターに概要

を報告済みで、全体に関しては科研報告書と

して2011年3月に英文で刊行した。また2011

年 2月にハーヴァード大学でおこなわれる龍

谷大学人間・宗教・科学 ORC 主催の研究会に

おいて、松居は南方熊楠に関する報告をおこ

なっている。 

 
２．研究の目的  

本研究では、南方熊楠に関するこれまでの

資料調査に基づいて、これまでの基礎的な研

究を綜合し、今後の発展的な研究につなげる

ための基盤を築くことを方針とした。そのた

め、以下の項目について重点的に研究をおこ

なった。 

① これまで未刊行の資料、特に 1924 年分～

1941 年分の日記および小畔四朗、上松蓊

などに宛てた重要書簡の読解と編集作業

を進める。引き続き東京・関西・田辺の

三拠点を中心とした日記の翻刻作業を継

続して進める。日記の 1913～1924 年分に

ついては、平凡社東洋文庫全 4 巻として

刊行することですでに平凡社側とは合意

済みであり、第 1巻分については平成 22

年度中に入稿予定となっている。このた

めの原稿作成作業を、本研究の RA を中心

として進める。また、これまで刊行して

きた平沼大三郎、小畔四郎宛てに加えて、

上松蓊宛ての未刊行書簡の翻刻、編集作

業を進め、南方熊楠顕彰館資料叢書とし

て順次刊行する。 

② 「ロンドン抜書」「田辺抜書」に関する研

究会を立ち上げ、内容に関するデータベ

ースの構築を目指す。また、旧南方熊楠

蔵書に見られる多量の書き込みに関して、

共同研究者を中心として読解を進め、上

記の研究会などでの発表をおこなう。 

③ 南方熊楠に関する海外での資料について

極力収集し、顕彰館を中心としてこれま

で調査を進めてきた資料との比較対照作

業をおこなうことによって、より多角的

な南方熊楠の研究を進める。 

④ 上記のような基礎的な資料研究に基づい



て研究を進め、書籍および論文の刊行の

かたちで発表をおこなう。まず、英文資

料については、すでに『南方熊楠英文論

考〔ノーツ・アンド・クエリーズ〕誌篇』

に関してすでに集英社と刊行について合

意している。この書籍では、翻訳だけで

はなく訳注、補注を充実させ、さらに誌

上での議論の経緯や日本語著作との関係

について詳しく紹介したものとして刊行

する。また、『南方熊楠大事典』の刊行に

ついて勉誠出版と合意しており、本研究

の共同研究者や RA を中心とする執筆者

の協力により、これまでの研究の集大成

として、今後の基盤となる書籍を編集す

る。1914 年分～1923 年分の日記に関して

は、すでに平凡社と同社の東洋文庫 4 冊

程度として刊行することについての合意

しており、そのための編集作業を進める。

その他の刊行物に関しても、 

⑤ 南方熊楠顕彰館を中心として、企画展や

シンポジウム、講演などのかたちで研究

成果の発表をおこなう。こうした機会を

通じて、共同研究者・RAを中心とする関

連研究者の情報交換をおこなうとともに、

あらたな研究者の掘り起こしをおこなう。 

 

３．研究の方法 

2011 年 4月の申請採択の内定後、4月に田

村義也、岸本昌也、志村真幸の 3 名の RA を

雇用した。また、和歌山県田辺市の南方熊楠

顕彰館および白浜町の南方熊楠記念館と連

絡し、協力体制を整えた。 

2011年4月から東京と関西における研究会

をほぼ毎月のペースでおこない、未解読の日

記資料に関する翻刻を中心とした研究活動

をおこなった。これらの研究会には、共同研

究者およびRAが適宜出張して参加している。

これらの研究会によって 1927 年分および

1930 年分の日記の読解を進めた。また、2013

年度中に刊行された武内善信『闘う南方熊

楠』、飯倉照平『南方熊楠の説話学』の合評

会を、東京の研究会において 2014 年 1 月お

よび 2月におこなった。 

2011 年、2012、2013 年のいずれも、8月初

旬に和歌山県田辺市の南方熊楠顕彰館にお

いて合宿研究会をおこなった。この研究会に

は、本研究の共同研究者およびRAを含めて、

毎回計 20～30 名程度の関連の研究者が参加

し、「田辺抜書」「ロンドン抜書」の読解に関

する発表、英文論文翻訳に関する発表、関連

書籍の合評会、簡単なシンポジウムなどをお

こなった。 

2011 年 4 月より 12 月まで、ほぼ毎月のペ

ースで松居が東京に出張して、『南方熊楠大

事典』編纂のための研究会をおこなった。こ

の研究会には、RA の田村もほぼ毎回出席して

いる。この結果として 2012 年 1 月に『南方

熊楠大事典』を勉誠出版より刊行、5 月 3 日

に執筆者の半数以上が集まって合評会をお

こない、この事典を基盤とした今後の研究の

展開に関して議論した。 

また 2011 年 4月より 2014 年 2月まで一・

二ヶ月に一度程度、松居 RA のおよび志村が

東京に出張し、『南方熊楠英文論文〔ノーツ・

アンド・クエリーズ〕誌篇』の作業を進め、

粗稿を完成した。これに関連して松居は 2012

年 3月にロンドンに出張し、熊楠の足跡に関

する資料の収集をおこなった。 

南方熊楠顕彰館における学術、イベントと

しては、2011 年 7月から 8月にかけて「南方

熊楠のアメリカ時代」展を松居が中心となり

組織し、8 月 6 日に関連のシンポジウムをお

こなった。2013 年 3～5 月には、松居が中心

となり「南方熊楠と同級生たち」と題した展

観を組織し、4月 28 日に関連のシンポジウム

をおこなった。2013 年 9月に和歌山県田辺市

の南方熊楠記念館において南方熊楠旧蔵書

中の『和漢三才図会』に関する調査をおこな

った。この調査には松居および RA2 名が参加

し、その後 2014 年 3 月から 5 月にかけて顕



彰館において開催された和漢三才図会展に

成果を用いた。また、関連のシンポジウムを

4月 29 日におこなった。 

 

４．研究成果 

2011 年 7月に勉誠出版より『南方熊楠とア

ジア』を刊行した。この書籍は、松居および

RA の田村が編集したもので、共同研究者の奧

山、橋爪、安田、連携研究者の小峯、千本お

よびRAの志村、岸本が論文を執筆している。

8月 5・6日に和歌山県田辺市の南方熊楠顕彰

館において合評会を開催した。この合評会に

は、松居の他に研究分担者の奧山、安田、橋

爪、連携研究者の小峯・千本、および RA の

田村・志村が参加した。同書には、インド・

デリー大学教授のタンカ氏、中国精華大学研

究員の高陽氏も寄稿していただき、南方熊楠

の研究をアジア圏に広げる試みをおこなっ

ている点に特色がある。 

2012 年 1月には、勉誠出版より『南方熊楠

大事典』を刊行した。これは全 800 頁に渡り

「思想・生活」「生涯」「人名録」「著作」「資

料」「年譜」の六部構成で南方熊楠の全体像

に迫ったものであり、研究史的にも一時代を

画すものとしての評価を得ることができた。

2012 年 5月 6日には、この事典の合評会をお

こない、内容に関する意見交換や訂正部分に

関する確認作業をおこなった。2012 年度秋頃

の刊行（集英社）を見込んでいる。 

 4 月より 3 月までほぼ毎月田村が関西に出

張し、東京と関西でおこなわれている翻刻の

ための研究会に参加して、両者の調整をおこ

なった。田村は南方熊楠顕彰館にもほぼ月ベ

ースで出張し、岸本とも協力して『南方熊

楠・小畔四郎往復書簡（四）大正十三年』を

顕彰館叢書として刊行した。この他、平凡社

東洋文庫から『南方熊楠日記』1914～15 年分

を刊行する予定で作業を進めているが、この

分については全体的に遅延気味である。 

本研究の成果については、各種学会などで

も精力的に発表している。特に 2013 年 9 月

に京都でおこなわれた南方熊楠ゼミナール

においては、松居、安田および RA2 名が、主

にこの翻訳作業に関連した本科研の研究成

果発表をおこなった。 
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